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子宮頸がんサミット2018 開催の背景
現在、日本では20代女性の死亡原因の第1位が「自殺」、第2位が「がん」です。その中でも一番多い固形がんは「子宮」です。
（出典 ： 国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」）

2０代、30代に多い子宮頸がんの発症率は、過去20年近くにわたって増加しています。
年間約1万人（上皮内がんを含めると約3万人）が子宮頸がんを発症し、年間約3,000人が子宮頸がんで亡くなっています。
働き盛りで結婚、出産の適齢期であり、子育て世代の女性がかかりやすい子宮頸がんは、少子高齢化、人口減少の進む日本社会や経済への影響が著しく大きい疾患です。
しかしながらいまだ政府の対策も十分に成果を得られず、検診率も40％程度にとどまっています。

また子宮頸がんは、唯一ほぼ100％予防が可能ながんとして、ワクチンと検診の対策に科学的な根拠が得られているにもかかわらず
予防手段選択のための正しい情報や知識が一般的に認識されていない現状があります。
これらをふまえてシンクパールでは、科学的な事実の整理と啓発を目的とした「子宮頸がんサミット2018」を開催いたします。

子宮頸がん啓発月間の11月に「ファクトはなにか、どうしたら、正しい情報や予防の方法を選びとっていけるのか」
全国の20代男女が子宮頸がんについて前向きな議論を行います。

シンクパールは、女性の健康教育と予防医療の推進を行う一般社団法人です。シンクパールのロゴマークは、婦人科系疾患の予防啓発を表すシンボルマークです。
約10ヶ月かけて真珠（Pearl）を育てるアコヤ貝を子宮になぞらえ、Think Pearl!（シンクパール）を合い言葉に、女性のヘルスケアの知識を教育・啓発すること。
子宮頸がん検診の早期受診とかかりつけ医の推進を呼びかける活動を行っています。
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